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Be Happy！ その 104 

２２期生 修学旅行 大成功裡！！ 解団式にて 

1 月１０日（水）～１２日（土）３泊４日、場所は、苗場スキー場（新潟）から東京班

別研修、東京ディズニーランド＆シーの行程。すべてにおいて計画通り、順調で大成功裡

のもと修学旅行団を乗せた新幹線のぞみ５１号１６時４５分発が姫路駅に到着。旅行団が

全員集合して解団式を迎えました。（生徒１人が腰痛で、自己の英断を下し保護者の協力の

もと離団）感謝、お陰様、感動、奇跡、ラッキー、美味しい、雄大な自然の美しさ、楽し

くかけがえのない心に刻まれた出来事。などの万感の思いが解団式のマイクを持つ、私の

胸に熱いものが込み上がってきました。疲れている生徒、先生方を前に、言葉を精選して

挨拶は短くなるように、「ありがとう。主人公である生徒一人一人が約束を守り、健康面

を含め自己コントロールして、全員で楽しもうとする心が、一つになって成功裡に導いて

くれました。皆さんの楽しさは、目に見えないところで多くの支えがあって、敢えて言い

ますと、松浦主任をはじめ、担任の先生方、いつも頼りになる養護教諭、東京から帯同し

た看護師、JTB 旅行会社のスタッフの皆さん、そして写真撮影だけではなく、誘導や立ち

番をしてくれましたカメラマンさん。多くの方々のお陰です。このお陰様を忘れないで欲

しい。大成功を成し遂げた人は、必ず「お陰様、、、。」と陰で支えてくださった存在に様を

付けて感謝の意を表現しています。当たり前に進行した全日程、当たり前は、よく考えて

見ますと、奇跡のようなことの連続でした。大なり小なりのトラブルは多く発生しました

が、すべてが大過なくクリアすることができました。私は、こんな素晴らしい修学旅行

は、初めてです。そして最後になります。後にも先にもこんな素晴らしい、凄い修学旅行

はありません。私にとっても生涯の宝ものになる思い出となりました。ありがとうござい

ました。」という内容です。Be Happy。 
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２２期生 修学旅行 大成功裡！！ お陰様。 

1 月１０日（水）～１２日（土）３泊４日、場所は、苗場スキー場（新潟）から東京班別

研修、東京ディズニーランド＆シーの行程すべてに 計画通りに順調に大成功裡に終えま

した。２２期生修学旅行団にとって、幸せであった大きな要因を３つまとめてみました。 

１つめ。天候に恵まれました。先ず、３日から４日前に降雪があり、ゲレンデのコンディ

ションは最高で、スキー＆ボード実習の３クール、そして最終日にナイター（夜間、ゲレ

ンデに幻想的な光のサーチライトが照らされ、２時間のスキー、スノーボード体験）の実

習がすべてに晴天だったことです。山の天気の変化は激しく厳しく、クラス記念写真も撮

影が困難であることを覚悟していましたが、天も修学旅行団に微笑み、見守ってくれてい

るとさえ強く感じました。アクティブな実習による怪我はつきものとある種の覚悟をし
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て、大きな怪我に至らなければという心配は、どこ吹く風で、結果的に致命的な大きな怪

我はありませんでした。この大自然の恩恵のもと、楽しく、大きな歓声、満面の笑顔、時

間の経過と共に上達する自信にあふれた表情を持つ生徒たちは、カッコよく、頼もしく感

じました。その他、楽しく充実した実習あることを物語っているのが、主体的に自らの判

断での参加となるナイターの参加数です。それは生徒全体の７割、１６４人の生徒が参加

し最後のスキー＆ボード実習を満喫できたと確信しています。天候と言えば、もうひと

つ。３日目東京での班別研修や、最終日天候です。関東地方は温かい、穏やかな天気に恵

まれました。特に、東京ディズニーランド＆シーでの時間が終了してバスに乗って東京駅

に集合時に、激しい雷雨と雷が発生しました。その天候の激変は、時間を計ったようにバ

ス移動の時でした。不思議な気持ちになりました。その後、新潟、東京の天気は荒れ模様

でした。（降雪と寒波）２つめに、３日目の東京での班別研修で、遺失した財布を当該生

徒とその担任で警視庁オンライン遺失物届けの手続きしたことです。当然、当該生徒は、

失意のどん底の様子でした。ご家庭にも連絡しました。翌日、気を取り直して、東京ディ

ズニーランドで友達といっしょに楽しんでいた時に、遺失物が届いている信じられない嬉

しい知らせが入り、京葉線で南舟橋駅に引き取りに行きました。（ランドとシーの最寄り

駅の舞浜駅から）その所要時間は、帰路の新幹線の時間には間に合い、旅行団としての行

程には全くの支障がでませんでした。現金やカードを含め財布の中身もすべて生徒の手元

に届きました。引き取りに同行していただいた先生から、「日本という国に感謝です。まん

ざら捨てたものではないです。」という重い言葉をいただきました。現金がそのまま返って

きたこと。カードから金融トラブルに派生しなかったこと（修学旅行後に、発覚する可能

性が高い）など、拾得して届けてくださった善意と誠意ある方に、心の底から御礼を申し

上げました。解団式の時に、その当該生徒に、「財布が見つかって良かったね。届けてくれ

た方に感謝ですね。」と言葉をかけて満面の笑顔を見ることができました。 

３つめに、発熱症状を訴える生徒は皆無だったことです。スキー修学旅行で発熱患者が０

名というケースは珍しいことです。インフルやコロナ罹患者が発生することも想定してい

ました。１人でも患者がでると、病院搬送診断、看護、食事、移動時は別行動など多大な

るサポートが必要です。場合によっては、最悪のケースとして離団してご家庭に引き渡す

ケースもあります。インフルやコロナ罹患が徐々に増加傾向にある昨今、そのケースを視

野に入れて覚悟していましたが、それが全く無い状態で解団式を迎えることができまし

た。生徒の自己管理能力が素晴らしかったことと、インフルに於いては、昨年１１月頃に

罹患がピークになって免疫がついたことなどが起因していると思い、塞翁が馬。 

元気に笑顔で楽しむ生徒の姿は、何ごとにも代えがたい思い出に一つになったと確信して

います。 ２２期生の修学旅行の大成功裡においての要因は、生徒たちからは、当たり前

のこととして気にも留めなかったことでしょうが、皆さんの笑顔や楽しさは、小さな偶然

のラッキーが積み重なって、大きなありがとうになって。小さなお陰様で、大きなありが

とうが生まれたことや、お陰様の存在や、お世話になった方のありがたさを、一杯詰め込

んだ２２期生修学旅行であったと感じます。本当に Be Happy。 


